
風力発電等に係るゾーニング導入可能性検討モデル事業

背景・目的

○風力発電については、環境影響評価手続の迅速化が求められるとともに、
特定の地域に事業が集中する状況にあり、環境影響への適切な対応が課題
となっている。
○これらの課題に対応し、環境影響に適切に配慮した形での再生可能エネ
ルギーを導入していくためには、地域の自然的条件・社会的条件を評価し、
導入促進に向けた促進しうるエリアや環境保全を優先することが考えられ
るエリア等を設定するゾーニングが有効である。ゾーニングの効果を担保
するためには、環境影響評価におけるゾーニングの制度化を見据えた検討
が必要不可欠である。

2019年度予算（案）
400百万円（400百万円）

2021～20202019

事業スキーム

実施期間 平成28 ～ 32年度（2020年度）
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実施結果の報告

事業概要

○実証事業におけるゾーニングの実践
平成30年度に採択した４地域程度の実証地域において、平成30年度中
に更新版を公表予定である「ゾーニングマニュアル」等に基づき、制度
化を見据えたゾーニングを実施する。必要に応じて、累積的影響の検討
等を行う。また、「ゾーニングマニュアル」について、セミナー等によ
る普及促進を図る。

○ゾーニングの制度化を見据えた検討
平成30年度まで実施したモデル事業の成果及び上記実証事業の状況等
を踏まえ、環境影響評価制度におけるゾーニングの位置づけを含めた効
果的な制度化の在り方に関する検討を行うとともに、必要に応じて累積
的影響等技術的事項についても検討する。

期待される効果

○効果的なゾーニング手法に関するマニュアルの普及促進を図るとともに、
制度化を見据えた検討を進めることにより、環境影響に適切に配慮した
形での風力発電の大量導入を促進する。

ゾーニングマニュアルの普及
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環境影響評価制度における
ゾーニングの適切な運用による
再生可能エネルギーの大量導入
の実現

大臣官房環境影響評価課
環境影響審査室


